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いみず野だより　２

いみず野トピックス
　

た
く
ま
し
い
農
業
推
進
大
会
が
２
月
４
日（
金
）午
後
３
時

よ
り
、
本
店
３
階
大
ホ
ー
ル
に
て
約
１
０
０
名
が
参
加
し
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
農
業
経
営
の
強
化
と
地
域

農
業
の
発
展
を
目
的
に
、
当
Ｊ
Ａ
と
射
水
市
農
業
技
術
者
協

議
会
が
主
催
し
て
い
ま
す
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
主
催
者
を
代
表
し
て
当
Ｊ
Ａ
水
元
組

合
長
よ
り
、「
令
和
３
年
産
米
は
１
等
比
率
が
97
％
を
上
回

り
、
黒
大
豆
枝
豆
「
富
山
ブ
ラ
ッ
ク
」
で
は
作
付
面
積
が

37 

ha
に
拡
大
さ
れ
、
８
４
．５
ト
ン
を
出
荷
で
き
た
。
こ
れ

も
生
産
者
皆
様
の
日
頃
か
ら
の
ご
尽
力
の
賜
物
と
感
謝
申
し

あ
げ
ま
す
。」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
農
事
功
労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
地
域
農
業
に

尽
力
さ
れ
た
優
良
生
産
団
体
３
組
、
優
良
指
導
者
・
生
産
者

６
名
、
長
年
に
わ
た
り
生
産
組
合
長
を
務
め
ら
れ
た
方
５
名

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
挨
拶
で
は
、
夏
野
元
志
射
水
市
長
・
山
崎

市
議
会
議
長
・
草
島
す
な
お
高
岡
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長

よ
り
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
参
議
院
議
員
藤
木
眞
也
氏
よ
り
「
国
政
報
告
～

国
内
農
業
を
め
ぐ
る
情
勢
と
今
後
の
動
向
～
」
と
題
し
て
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
藤
木
議
員
か
ら
は
、
水
田
農
業
対
策

や
人
・
農
地
関
連
施
策
に
係
る
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
今
後
の

見
直
し
方
針
や
、
将
来
的
な
食
料
・
農
業
の
あ
り
方
と
し
て
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
が
策
定
さ
れ
た
こ
と
等
、
農

業
・
農
村
に
お
け
る
課
題
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
貴

重
な
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
月
15
日（
火
）に
パ
レ
ブ
ラ
ン
高
志
会
館
に
お

い
て「
令
和
３
年
度 

富
山
県
農
業
振
興
賞
」の
表

彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は「
米
」、「
麦
」、「
大
豆
」、「
園
芸
」、「
環

境
に
や
さ
し
い
農
業
」、「
複
合
経
営
」な
ど
９
部
門

で
構
成
さ
れ
、日
頃
か
ら
農
業
技
術
の
研
鑽
に
努
め
、

農
産
物
の
品
質
や
単
収
の
向
上
、低
コ
ス
ト
化
等
を

図
る
と
と
も
に
、地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
優
れ
た

成
果
を
あ
げ
た
個
人
や
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
、

今
年
度
は
県
内
38
経
営
体
、Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
か
ら

は
３
経
営
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

麦
部
門（
集
団
）で
受
賞
し
た
東
部
支
店
の（
農
）柳
瀬
営
農
組
合
は
稲
刈
直
後

の
額
縁
排
水
溝
設
置
な
ど
徹
底
し
た
排
水
対
策
と
土
壌
改
良
資
材
の
施
用
、水

稲
や
大
豆
作
前
に
発
酵
鶏
糞
を
散
布
す
る
こ
と
で
継
続
的
な
土
づ
く
り
を
行
う

な
ど
、収
量
確
保
と
持
続
可
能
な
農
業
を
実
践
し
て
い
る
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
豆
部
門（
集
団
）で
受
賞
し
た
東
部
支
店
の（
農
）フ
ァ
ー
ム
萩
の
里
は
大
麦

作
付
跡
全
ほ
場
に
大
豆
を
作
付
す
る
水
田
フ
ル
活
用
の
取
り
組
み
と
、サ
ブ
ソ
イ

ラ
ー
に
よ
る
心
土
破
砕
や
深
い
額
縁
排
水
溝
の
設
置
、作
業
の
た
び
に
溝
の
手
直

し
を
実
施
す
る
な
ど
排
水
対
策
を
徹
底
し
収
量
・
品
質
が
高
位
安
定
化
し
て
い
る

点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

園
芸
部
門（
生
産
者
）で
受
賞
し
た
太
閤
山
支
店
の
西
野
進
さ
ん
は
基
本
的
な

栽
培
管
理
を
徹
底
し
生
育
や
天
候
等
の
状
況
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
栽
培
管

理
と
高
い
技
術
力
に
よ
る
高
品
質
な
り
ん
ご
生
産
に
加
え
、エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
に

認
定
さ
れ
た
安
全
安
心
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
皆
様
に
は
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

た
く
ま
し
い
農
業
推
進
大
会

令
和
３
年
度 

富
山
県
農
業
振
興
賞

●
優
良
生
産
団
体
表
彰

　
水
稲
部
門

　
フ
ァ
ー
ム
小
杉
白
石�

（
小
杉
支
店
）

　
複
合
経
営
部
門

　（
農
）フ
ァ
ー
ム
ふ
た
く
ち

�

（
三
島
野
支
店
）

　（
農
）の
む
ら
営
農�

（
新
湊
南
支
店
）

●
優
良
指
導
者
・
生
産
者
表
彰

　
水
稲
部
門

　
砂
原
　
仁
志
　
様
（
小
杉
支
店
）

　
園
芸
部
門

　
稲
垣
　
　
潔
　
様
（
三
島
野
支
店
）

　
前
花
　
　
浩
　
様
（
大
島
支
店
）

　
複
合
経
営
部
門

　
坂
森
　
　
理
　
様
（
南
郷
支
店
）

　
遠
藤
　
　
彰
　
様
（
大
島
支
店
）

　
朴
木
　
　
均
　
様
（
新
湊
南
支
店
）

●
生
産
組
合
長
感
謝
状

　
寺
内
　
保
満
　
様
（
太
閤
山
支
店
）

　
高
橋
　
久
和
　
様
（
南
郷
支
店
）

　
宮
越
日
出
夫
　
様
（
大
島
支
店
）

　
森
本
　
雅
弘
　
様
（
新
湊
南
支
店
）

　
関
井
　
克
治
　
様
（
東
部
支
店
）
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当
Ｊ
Ａ
の
水
元
睦
雄
組

合
長
が
、
一
般
社
団
法
人 

農
協
協
会
か
ら
農
協
人
文

化
賞
（
共
済
事
業
部
門
）

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

例
年
表
彰
式
は
、
東
京

に
て
開
催
さ
れ
ま
す
が
、

昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
動
向
を
鑑
み
、
Ｊ
Ａ

事
務
所
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
多
年
に
わ
た
り
献
身
的
に
農
業
協
同
組

合
運
動
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
に
贈
ら
れ
る
栄
誉
あ

る
賞
で
す
。
全
国
で
21
名
が
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

表
彰
に
際
し
、
水
元
組
合
長
は
「
組
合
員
や
利
用

者
・
地
域
の
皆
様
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
“
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
の
Ｊ
Ａ
”
を
目
指
し
、
地
域
に
信
頼
さ
れ
必
要
と

さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
つ
く
り
上
げ
ま
す
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

水
元
組
合
長
は
平
成
16
年
に
当
農
協
理
事
に
、
平
成

25
年
よ
り
代
表
理
事
組
合
長
に
就
任
し
、
射
水
市
産
米

の
品
質
向
上
や
地
場
野
菜
の
生
産
拡
大
に
向
け
た
施
設

整
備
や
機
械
導
入
を
積
極
的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

受
賞
を
機
に
今
後
も

役
職
員
一
丸
と
な
り
、

地
域
農
業
の
発
展
に
取

り
組
む
こ
と
を
決
意
さ

れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
共
済
連
富
山
と

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
は
地
域

貢
献
活
動
の
一
環
と
し

て
、
防
災
対
策
に
役
立

て
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

射
水
市
に
災
害
用
の
簡

易
テ
ン
ト
を
20
張
り
寄

贈
し
ま
し
た
。

　

こ
の
テ
ン
ト
は
災
害

対
策
用
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

ル
ー
ム
と
い
う
名
前
で
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
万
一
の
災
害
に
備
え
た
避
難
所
設
備
の

充
実
を
図
る
こ
と
で
、
地
域
住
民
が
安
心
し
て
利
用
で

き
る
避
難
所
運
営
に
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

天
井
付
き
で
夜
間
の
明
か
り
の
下
で
も
影
が
透
け
に

く
い
素
材
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が

確
保
さ
れ
て
お
り
、
更
衣
室
や
授
乳
室
な
ど
に
使
用
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
共
済
連
富
山
の
会
長
も
務
め
て
い
る
当
Ｊ
Ａ
水
元

組
合
長
が
、
夏
野
元
志
射
水
市
長
に
現
物
と
目
録
を
贈

呈
し
、「
地
域
住
民
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
避
難
所
運

営
に
活
用
し
て
欲
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
生
産
調
整
実
施
に
係
る
説
明
会
が
、

２
月
９
日
（
水
）
・
10
日
（
木
）
の
両
日
、
午
後
６
時
30

分
よ
り
、
本
店
３
階
大
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
射
水
市
農
業
再
生
協
議
会
水
元
会
長
よ
り

「
国
の
需
給
見
通
し
を
参
考
に
県
協
議
会
よ
り
令
和
４

年
産
米
の
数
量
目
標
が
示
さ
れ
、
案
内
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
皆
様
に
は
、
さ
ら
な
る
生
産
調
整
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
事
務
局
よ
り
生
産
調
整
実
施
計
画
書
の
作

成
に
あ
た
っ
て
の
手
順
や
、
各
種
助
成
金
の
交
付
状
況

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
令
和
３
年

度
補
正
予
算
に
関
連
す
る

事
業
概
要
や
、
人
・
農
地

プ
ラ
ン
の
実
質
化
に
つ
い

て
の
説
明
も
あ
り
ま
し
た
。

　

北
陸
農
政
局
富
山
県
拠

点
か
ら
は
、
米
を
め
ぐ
る

状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
、
出
席
さ
れ
た
生
産
調

整
実
施
エ
リ
ア
の
代
表
者

の
皆
さ
ん
は
真
剣
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

水
元
組
合
長
が

�
農
協
人
文
化
賞
を
受
賞

生
産
調
整
実
施
計
画
書

�

説
明
会

Ｊ
Ａ
共
済
テ
ン
ト
寄
贈



いみず野だより　４

　
組
合
員
の
皆
様
に
は
時
下

益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
格
別

の
ご
高
配
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
組
合
員
の
皆
様
の
組

合
員
資
格
に
変
動
が
生
じ
た
場

合
に
は
、
定
款
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
書
面
に
て
当
組
合

宛
に
そ
の
旨
ご
連
絡
い
た
だ
く

こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
組

合
員
資
格
の
変
動
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
お
手
数
で
す
が
当
組

合
の
最
寄
り
の
支
店
ま
で
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

　
組
合
員
資
格
の
変
動
は
、
組

合
員
資
格
を
喪
失
し
た
場
合

や
、
正
組
合
員
か
ら
准
組
合
員

に
、
ま
た
は
、
准
組
合
員
か
ら

正
組
合
員
に
資
格
が
変
動
し
た

場
合
が
該
当
し
ま
す
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

組
合
員
資
格
の

確
認
の
お
願
い

お
問
い
合
わ
せ
は
最
寄
り
の
支
店
ま
で

「
家
の
光
」
記
事
活
用

�

体
験
発
表
会

いみず野トピックス

　

２
月
14
日
（
月
）
、

「
家
の
光
」
中
部
地
区

大
会
（
Ｗ
ｅ
ｂ
）
が
開

催
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
い
み
ず

野
女
性
部
（
二
口
支

部
）
稲
垣
美
雪
さ
ん
が

富
山
県
代
表
と
し
て
出

場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、「
家
の

光
」
の
記
事
を
活
用
し

た
体
験
発
表
な
ど
を
通

じ
て
愛
読
者
の
交
流
を
深
め
、
Ｊ
Ａ
教
育
文
化
活
動
の
充

実
・
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

稲
垣
さ
ん
は
、「
し
な
や
か
に
・
た
く
ま
し
く
“
仲
間
と

と
も
に
Ｇ
Ｏ
！
”」
と
題
し
、
棚
田
営
農
組
合
の
女
性
部
グ

ル
ー
プ
「
睦
月
会
」
の
活
動
や
仲
間
の
大
切
さ
、
子
供
た

ち
と
の
食
農
体
験
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
を
発
表
し
、
今

後
も
夢
を
持
っ
て
魅
力
あ
る
野
菜
作
り
を
続
け
る
決
意
を

述
べ
ま
し
た
。

　

惜
し
く
も
本
選
出
場
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
次

代
を
見
つ
め
る
目
と
仲
間
と
共
に
現
実
を
勝
ち
抜
こ
う
と

す
る
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
管
内
の
（
農
）
土
合
営
農
組
合
は
、

お
米
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
し
て
も
知

ら
れ
る
「
第
23
回 

米
・
食
味
分
析
鑑

定
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
、
コ
シ
ヒ
カ
リ

「
ど
あ
い
乙
女
」
を
出
品
し
、
良
質
米
で
あ
る
と
認
定
を
受
け
ま
し

た
。
こ
の
大
会
は
、
秋
の
新
米
が
出
揃
う
11
月
頃
に
毎
年
開
催
さ
れ
、

全
国
各
地
か
ら
美
味
し
い
お
米
が
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

寺
井
吉
明
副
組
合
長
は
、
令
和
３
年
産
「
ど
あ
い
乙
女
」
の
認
定

に
つ
い
て
、「『
ひ
か
り
太
陽
』
と
い
う
有
機
質
肥
料
で
の
土
づ
く
り

か
ら
、
庄
川
の
清
ら
か
な
伏
流
水
に
よ
る
寒
暖
差
を
活
用
し
た
適
切
な

水
温
管
理
に
取
り
組
ん
だ
結
果
で
あ
る
」
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

食
感
は
ふ
っ
く
ら
、
も
ち
も
ち
と
し
た
粘
り
と
甘
み
が
特
徴
。
農

薬
を
５
割
削
減
、
化
学
肥
料
は
極
力
使
用
し
な
い
「
特
別
栽
培
米
」

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
準
じ
た
栽
培
方
法
で
、
安
心
・
安
全
な
米
づ
く

り
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
組
合
は
、
環
境
に
や
さ
し

い
農
業
に
取
り
組
む
農
業
者
と
し
て
「
富
山
県
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
」

に
も
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
組
合
の
夏
野
勝
文
代
表
理
事
は
「“
あ
の
米
食
べ
た
ら
他
の
米

食
べ
ら
れ
ん
”
こ
れ
か
ら
も
そ
ん
な
ふ
う
に
言
っ
て
も
ら
い
た
い
ね
。

今
回
の
受
賞
を
契
機
に
、
日
々
の
様
々
な
努
力
や
工
夫
、
研
究
を
重

ね
、
さ
ら
に
美
味
し
い
お
米
づ
く
り
を
追
求
し
て
い
き
た
い
」
と
意

気
込
み
を
新
た
に
さ
れ
ま
し
た
。

米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル

　
　

‥

国
際
大
会



５　いみず野だより

　
「
ゆ
う
べ
は
仕
事
で
二
時
間
し
か
寝
て

い
な
い
の
よ
。」
そ
う
言
い
な
が
ら
も
瀬

戸
内
寂
聴
さ
ん
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応

え
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

一
九
九
九
年
の
秋
、
当
時
七
十
七
歳
。

　

お
体
を
案
じ
て
恐
縮
し
た
が
、
そ
ん
な

心
配
は
無
用
だ
っ
た
。
彼
女
の
言
葉
の
熱

量
は
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
取
材
が
終

わ
っ
て
み
る
と
一
時
間
近
く
た
っ
て
い
た
。

三
十
代
だ
っ
た
私
の
方
が
へ
ば
っ
て
い
た
。

　

当
時
は
不
況
を
背
景
に
全
国
の
自
殺
者

が
三
万
人
を
超
え
、
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
た
。
ご
自
身
も
か
つ
て
二
度
、
自
死
を

考
え
た
こ
と
が
あ
る
と
言
い
、
あ
の
時
死

な
な
か
っ
た
か
ら
今
が
あ
る
の
だ
と
答
え
た
。

世
の
中
の
人
た
ち
へ
の
エ
ー
ル
で
あ
る
。

　
「
ど
こ
を
向
い
て
も
い
い
話
は
な
い
け

れ
ど
、
み
ん
な
が
暗
い
顔
を
し
て
い
て
は

社
会
全
体
が
不
健
康
に
な
り
ま
す
。
明
る

く
笑
う
の
が
一
番
な
の
よ
」

　

そ
う
語
る
寂
聴
さ
ん
は
満
面
の
笑
み
を

こ
ぼ
し
て
い
た
。

　

つ
い
さ
っ
き
ま
で
寝
不
足
で
不
機
嫌
そ

う
だ
っ
た
の
に
な
あ
。
完
全
に
ス
イ
ッ
チ

を
切
り
替
え
ら
れ
た
ご
様
子
で
、
人
生
の

酸
い
も
甘
い
も
か
み
わ
け
た
作
家
ら
し
い

タ
フ
な
笑
顔
に
感
じ
入
っ
た
も
の
だ
。

　

そ
ん
な
彼
女
も
九
十
九
歳
で
お
亡
く
な

り
に
な
っ
た
。

　

こ
の
四
半
世
紀
、
世
の
中
は
便
利
に

な
っ
た
は
ず
な
の
に
懐
は
温
ま
ら
な
い
。

日
本
の
平
均
賃
金
は
横
ば
い
が
続
い
て
年

に
４
２
４
万
円
。
こ
の
間
に
一
・
五
倍
に

伸
び
た
ア
メ
リ
カ
の
７
６
３
万
円
に
は
、

は
る
か
に
及
ば
な
い
。
倍
増
し
た
韓
国
に

も
抜
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
農
家
が
苦
し
む

消
費
低
迷
は
人
口
減
や
コ
ロ
ナ
の
せ
い
ば

か
り
で
は
な
い
。

　
「
よ
も
や
よ
も
や
」
で
あ
る
。
政
治
家

は
何
を
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
。
も
し
か
す

る
と
、
亡
き
父
が
よ
く
言
っ
て
い
た
「
う

ま
い
こ
と
言
い
の
、
ご
っ
つ
お
食
ら
い
」

と
は
こ
の
こ
と
か
？

　

今
、
農
家
は
厳
し
い
や
り
く
り
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
出
会
う
人

た
ち
は
暗
い
顔
一
つ
せ
ず
、
明
る
く
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
く
れ
る
。
寂
聴
さ
ん

が
お
っ
し
ゃ
っ
た
笑
顔
の
施
し
だ
が
、「
仏

の
顔
も
三
度
ま
で
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
も

あ
る
。

本田　光信（ほんだ みつのぶ）ープロフィールー
　1966 年生まれ、平成の幕開けとともに一般紙記者にな
り、報道・編集の現場で仕事をしてきた。デスクなどを務
めて退職し、フリーとして活動。2021 年から日本農業新
聞富山通信部ライター。著書や共同執筆による出版多数。
「文藝春秋」、日本新聞協会「新聞研究」などに執筆暦あり。
富山県内で農業現場を取材する日々の中、生産者や JA、
行政をはじめ、多くのみなさんの声を聴いている。新聞記
事には表現しきれなかった思い、こぼれ話などを拾い上げ
ながら未来を見つめていきたい。題して「われらアグリ応
援団」。

第
５
回
「
仏
の
顔
」

寝
不
足
で
も
タ
フ
な
笑
み

日
本
農
業
新
聞
富
山
通
信
部

�

ラ
イ
タ
ー
　
本
田 

光
信

E
SSAY

05

われら

アグリ応援団

　農耕用トラクター・田植機等の　　　　　　　　　　
　登録・名義変更・廃車手続きはお済みですか？
　農耕用トラクターなどの小型特殊自動車を所有している場合は、公道走
行の有無にかかわらず、軽自動車税（種別割）が課税されます。
　お持ちの車両で未登録のものがある場合は、射水市役所課税課で登録の手
続きを行い、ナンバープレートの交付を受けてください。
　また、譲渡、処分等により所有していない場合は、３月末までに名義変更
または廃車の手続きをされないと、翌年度も軽自動車税（種別割）が課税さ
れますので忘れずに手続きをしてください。

○　新たにトラクターや田植機を購入した
○　知り合いにコンバインを譲った、または譲ってもらった
○　田植機を業者に引き取ってもらった
○　トラクターのナンバープレートを紛失した
○　以前からナンバープレートのついていないコンバインがある
○　営農組合の名称を変更（法人化）した
○　営農組合の代表者交代により、納税通知書の送付先を変更したい

　こんな場合には手続きが必要です。

詳しくは、下記へお問合せください。
射水市役所 課税課市民税係（本庁舎 2 階）  

TEL ５１－６６１８

　お問合せ先

※軽自動車税（種別割）は毎年
４月１日現在の

所有者に課税されます。
※農耕用小型特殊自動車の
軽自動車税（種別割）………

2,400円

笑顔が一番

インタビュー時に話題に
した寂聴さんの本 水橋のスマート農業実証圃

にかかる虹。
明るい将来のきざしか



●
寒
中
味
噌
作
り
教
室

　

１
月
23
日
（
日
）、「
味
噌
作
り
教
室
」
が
開

催
さ
れ
、
10
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

時
期
は
、
他
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
味
噌
作
り
も

盛
ん
で
す
。

　

射
水
市
産
の
大
豆
「
エ
ン
レ
イ
」
を
使
用
し
、

防
腐
剤
な
ど
一
切
使
用
せ
ず
減
塩
で
仕
込
み
ま

す
。
味
噌
は
、
地
産
地
消
と
安
心
安
全
を
モ
ッ

ト
ー
に
心
を
込
め
て
作
り
ま
す
。

　

大
き
な
釜
で
茹
で
ら
れ
た
大
豆
は
、
寒
風
に

さ
ら
し
た
後
、
機
械
で
ミ
ン
チ
状
に
し
、
麹
と

塩
を
シ
ー
ト
の
上
で
よ
く
混
ぜ
ま
す
。
老
い
も

若
き
も
腰
に
力
を
入
れ
、
味
噌
玉
を
作
り
桶
に

入
れ
、
渇
を
入
れ
な
が
ら
表
面
を
な
ら
し
ま
す
。

　

カ
ビ
を
防
ぐ
為
に
味
噌
の
表
面
を
酒
粕
（
板

状
）
で
隙
間
な
く
覆
い
ま
し
た
。
味
噌
が
仕
上

が
る
頃
に
は
味
噌
か
ら
出
た
「
た
ま
り
」
を
酒

粕
が
吸
う
の
で
、
こ
れ
を
漬
け
床
と
し
て
活
用

す
る
の
も
お
す
す
め
で
す
。
野
菜
は
も
ち
ろ
ん
、

肉
や
魚
な
ど
を
漬
け
て
焼
く
と
絶
品
で
す
。
こ

の
調
理
法
は
家
の
光
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

味
噌
は
ア
ル
カ
リ
食
品
・
健
康
バ
ラ
ン
ス
食

女性部だより

いみず野だより　６

役
員
会
だ
よ
り

◆
協
議
事
項
◆

第
一
号
議
案　

令
和
４
年
度
に
お
け
る
同
一
人
に
対
す
る
信
用
の
供
与
等
の

　
　
　
　
　
　

最
高
限
度
決
定
の
件

第
二
号
議
案　

令
和
４
年
度
に
お
け
る
借
入
金
の
最
高
限
度
額
決
定
の
件

第
三
号
議
案　

令
和
４
年
度
余
裕
金
運
用
方
針
に
つ
い
て

第
四
号
議
案　

令
和
３
年
度
決
算
見
通
し
及
び
令
和
４
年
度
事
業
計
画
の
概
要
に
つ
い
て

第
五
号
議
案　

令
和
４
年
度
内
部
監
査
計
画
に
つ
い
て

第
六
号
議
案　

令
和
４
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

第
七
号
議
案　

令
和
４
年
度
個
人
情
報
保
護
計
画
に
つ
い
て

第
八
号
議
案　

大
口
貸
出
金
の
申
込
に
つ
い
て

第
九
号
議
案　

理
事
に
対
す
る
貸
付
の
承
認
に
つ
い
て

第
十
号
議
案　

信
用
手
数
料
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
十
一
号
議
案　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

第
十
二
号
議
案　

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
十
三
号
議
案　
「
当
組
合
に
お
け
る
取
引
の
リ
ス
ク
評
価
書
」
の
改
正
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
協
議
し
、
全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
報
告
事
項
◆

一
、
１
月
末
実
績
報
告
に
つ
い
て

二
、
令
和
４
年
度
第
１
四
半
期
余
裕
金
運
用
計
画
に
つ
い
て

三
、
時
間
外
労
働
・
休
日
労
働
に
関
す
る
協
定
書
（
36
協
定
）
の
締
結
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

－

第
33
回
定
例
理
事
会

－

－

第
28
回
監
事
会

－

◆
協
議
事
項
◆

一
、
令
和
３
年
度
下
期
監
事
監
査
の
具
体
的
進
め
方
に
つ
い
て

二
、
監
事
監
査
で
使
用
す
る
監
査
調
書
の
取
扱
い
に
つ
い
て

三
、
令
和
３
年
度
監
事
監
査
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
実
績
と
検
証
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
協
議
し
、
全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
報
告
事
項
◆

一
、
令
和
４
年
度
内
部
監
査
計
画
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

＊（　）内の数字は前年同期比

協同の力
ＪＡいみず野概況

（令和４年１月末日）

正組合員数� 5,203人　
� （△� �87人）
准組合員数� 8,209人　
� （△� �286人）
みなさまの貯金高� 1,442億89百万円　
� （� �33億97百万円）
みなさまへの貸出金�290億48百万円　
� （△� 1億60百万円）
長期共済保有高� 2,655億86百万円　
� （△� 111億27百万円）
購買品供給高� 29億36百万円　
� （� 14百万円）
販売品販売高� 21億33百万円　
� （△� 4億15百万円）

日
時　

令
和
４
年
２
月
21
日
㈪

　
　
　

午
後
２
時
よ
り

場
所　

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店
３
階
大
ホ
ー
ル

日
時　

令
和
４
年
２
月
21
日
㈪

　
　
　

午
前
11
時
よ
り

場
所　

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店
２
階
会
議
室

●応募資格　射水市及び周辺地域在住者で、2023 年 3 月末までに大学・短大を卒業見込みの者、及び卒業者
●募集人数　若干名　　　●職種　事務・営業
●試験会場　ＪＡいみず野  本店
●試験日時　2022 年４月 15 日㈮
●お問い合わせ・申し込み先　
　ＪＡいみず野　企画管理部 総務課　射水市北野 1555-1　TEL（0766）52-0023
　  ※試験・応募書類についての詳細は、募集要項に記載されていますので、上記までお問い合わせ下さい。

2023年４月採用の職員採用試験を次の通りに実施致します。　　　　　　　　

2023年４月 採用職員募集のご案内

応募期間
2022年3/11（金）以降随時受付！！



置
す
る
と
良
い
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。

玄
関
や
座
敷
の
床
の
間
に
置
い
て
、
長

く
鑑
賞
で
き
る
よ
う
、
時
々
水
を
や
っ

て
く
だ
さ
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

最
後
に
、
銀
の
水
引
を
差
し
込
む
と
、

よ
り
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

�

（
水
戸
田
支
部
）

７　いみず野だより

今
後
の
日
程

３
月
14
日
㈪　

助
け
合
い
組
織
「
い
み
ず
の
」
総
会

　
　

19
日
㈯　

女
性
部
総
会

※
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
変
更
や
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

JAいみず野 女性部

JAいみず野 0766-52-0368

ポイントカード

支 部

女性部ポイントカード

女性部に関するお問い合わせは、
お近くの支店または、営農経済部（ＴＥＬ52-0368）へ

●
押
絵
教
室

　

片
口
支
部
で
は
、
毎
年
さ
く
ら
ほ
り

き
り
の
資
材
を
使
い
「
押
絵
教
室
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
支
部
で
集
ま
る
こ

と
が
で
き
ず
、
今
年
度
は
各
家
庭
で
の

自
主
製
作
と
な
り
ま
し
た
。

　

い
つ
も
は
み
ん
な
で
集
ま
り
、「
こ
れ

も
い
い
ね
。」「
こ
れ
難
し
そ
う
。」
な
ど
、

作
り
方
を
教
え
合
い
、
わ
い
わ
い
楽
し

く
作
る
の
で
す
が
、
今
年
は
寂
し
く
家

で
作
り
ま
し
た
。
外
で
部
員
に
会
っ
た

時
に
は
「
押
絵
、
作
っ
た
？
き
れ
い
な

が
で
き
た
？
」「
早
く
み
ん
な
で
集
ま
り

た
い
ね
。」
な
ど
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
掲
載
に
あ
た
り
、
み
な
さ
ん
の

作
品
を
眺
め
る
と
、
益
々
楽
し
く
活
動

を
再
開
し
た
い
と
い
う
思
い
が
膨
ら
み

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
早
期
収
束

を
願
い
、
み
ん
な
で
楽
し
く
活
動
で
き

る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

�

（
片
口
支
部
）

●
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

　

12
月
23
日
（
木
）
三
島
野
支
店
会
議
室

に
て
、「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教

室
」
が
開
催
さ
れ
、
18
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
花
金
の
宮
腰
先
生
を
講
師

に
お
迎
え
し
、
み
な
さ
ん
こ
の
教
室
を

楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
当
日

は
、
貴
重
な
暖
か
い
お
天
気
に
も
恵
ま

れ
、
素
敵
な
お
正
月
向
け
の
作
品
に
仕

上
が
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
は
昨
年
使
用
し
た
花
器
を

使
い
、
先
生
の
お
手
本
を
参
考
に
、
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら
活
け
て

い
き
ま
し
た
。

　

オ
ア
シ
ス
に
①
芯
と
な
る
若
松
１
本

を
適
当
な
長
さ
に
枝
分
し
、
残
り
は
捨

て
な
い
こ
と
②
ボ
ケ
の
枝
１
本
を
２
～

３
本
に
カ
ッ
ト
し
、
花
の
向
き
を
間
違

え
な
い
よ
う
差
し
込
む
こ
と
③
豪
華
な

シ
ン
ビ
ジ
ュ
ウ
ム
を
中
央
へ
④
ピ
ン
ポ
ン

菊
二
本
を
長
短
に
カ
ッ
ト
し
、
バ
ラ
ン
ス

良
く
左
右
に
差
し
込
む
こ
と
⑤
葉
ぼ
た
ん

を
花
器
が
見
え
な
い
よ
う
に
中
央
に

低
く
さ
す
こ
と
⑥
千
両
１
本
を
小
さ
く

２
～
３
本
に
カ
ッ
ト
し
、
後
は
バ
ラ
ン

ス
を
見
な
が
ら
若
松
の
残
り
、
ヒ
ム
ラ

杉
を
花
器
に
沿
っ
て
配
置
し
ま
し
た
。

　

宮
腰
先
生
か
ら
は
、
生
け
花
は
正
面

に
手
前
斜
め
に
挿
す
傾
向
が
あ
る
が
、

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
は
、
前
に

重
心
が
あ
る
と
倒
れ
て
し
ま
う
の
で
、

横
か
ら
み
て
水
平
に
な
る
よ
う
花
を
配

し
っ
か
り

　
か
き
混
ぜ
て
…

素
敵
な
押
絵
が

い
っ
ぱ
い
！

高
級
感
あ
ふ
れ
る
綺
麗
な

作
品
が
で
き
ま
し
た
！

美
味
し
く
な
り
ま
す

よ
う
に
�

二口支部
寒中味噌作り
教室

片口支部
押絵教室

水戸田支部
フラワー

アレンジメント
教室

色んな教室に参加して
� ポイントを稼ごう！

品
で
す
。
タ
バ
コ
の
吸
い
過
ぎ
や
高
血

圧
予
防
、
二
日
酔
い
に
も
最
適
で
、
毎

日
の
健
康
に
欠
か
せ
な
い
万
能
調
味
料

で
す
。

　

最
後
に
押
し
蓋
を
し
て
食
べ
頃
の
９

月
ま
で
じ
っ
く
り
熟
成
す
る
の
を
待
ち

ま
す
。
そ
の
日
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

　

参
加
者
の
み
な
さ
ん
、
本
当
に
お
疲

れ
様
で
し
た
。�

（
二
口
支
部
）



いみず野だより　８

今号は事情により合併号といたしました。
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